
山
内
は
通
師
の
遺
状
派
と
鬮
取
派
の
二
派
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遺
状
派
の
主
張
は
、
後
董
に
は
日
通
の
定
め
た
日
脱
を
迎
え

る
事
で
あ
っ
た
。
反
対
派
の
鬮
取
派
は
、
鬮
に
て
後
董
を
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
依
枯
品
眉
を
引
き
起
こ
さ
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

衆
徒
の
数
か
ら
推
せ
ば
、
日
脱
請
待
反
対
派
が
二
倍
以
上
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
敗
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
探
る
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祖
山
第
一
期
後
董
問
題
は
、
身
延
三
十
一
世
寂
遠
院
日
通
上
人
が
、
延
宝
七
年
江
戸
谷
中
瑞
輪
寺
に
お
い
て
遷
化
せ
ら
れ
た
後
、
そ
の

遺
言
状
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
通
師
は
身
延
後
住
に
飯
高
学
室
の
先
聖
一
円
院
日
脱
上
人
を
請
待
す
べ
き
旨
を
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
対
し
、
一
山
衆
徒
の
中
に
反
対
す
る
も
の
が
あ
り
、
山
内
を
二
分
す
る
紛
糾
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
寺
社
奉
行

の
評
定
を
仰
ぎ
、
学
禅
院
日
逢
を
は
じ
め
と
す
る
通
師
門
下
側
が
勝
利
し
、
敗
訴
せ
し
恵
性
院
側
は
追
放
並
び
に
遠
島
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
勝
訴
側
の
総
員
は
百
二
十
名
と
い
い
、
敗
訴
側
の
総
員
は
二
百
七
十
余
名
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
両
派
の
代
表
と

い
え
る
僧
侶
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

通
師
門
人
学
禅
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と
身
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衆
徒

は
じ
め
に

一
、
後
董
問
題

奥
野
本
洋
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学
禅
院
は
、
『
坊
跡
録
』
の
名
僧
紙
蒔
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
山
本
房
十
八
世
於
二
當
山
一
勲
功
ア
リ
通
師
門
人
備
後

実
相
寺
建
立
水
戸
妙
雲
寺
中
興
」
で
も
あ
る
。
「
山
本
房
は
紀
伊
水
戸
両
君
之
母
堂
養
珠
院
参
詣
之
時
二
宿
房
也
日
彦
代
」
と
あ
る
よ
う

に
、
十
五
世
恵
照
院
日
彦
代
に
客
殿
を
再
建
立
し
、
養
珠
院
を
泊
め
る
べ
く
用
意
を
し
て
い
る
坊
で
あ
る
。
そ
の
坊
の
住
職
を
勤
め
る
こ

と
と
な
っ
た
一
因
に
、
備
後
（
現
福
山
市
）
実
相
寺
の
開
基
が
学
禅
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
相
寺
の
開
基
檀
越
は
福
山
城

（
３
）

主
水
野
勝
俊
家
老
職
上
田
勘
解
由
直
定
で
あ
り
、
徳
川
家
と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
る
人
物
で
あ
る
。
身
延
に
来
る
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家

と
の
関
わ
り
の
深
い
山
本
坊
に
住
職
す
る
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
。
又
、
後
董
問
題
に
お
い
て
、
寺
社
奉
行
を
は
じ
め
、
評
定
衆
で

あ
っ
た
老
中
、
大
目
付
と
の
関
わ
り
も
推
察
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
證
さ
ら
に
、
日
逢
は
、
日
通
師
の
も
と
七
面
山
本
宮
の
造
営
他
幣

殿
、
拝
殿
等
一
式
の
建
築
事
業
に
参
画
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
身
分
は
執
事
で
あ
り
、
「
甲
駿
両
国
ヲ
巡
テ
道
俗
ヲ
勧
化
」
出
来
る
立

場
、
即
ち
幕
府
統
制
下
の
も
と
、
自
由
に
諸
国
を
歩
け
る
条
件
を
備
え
て
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
身
延
山
諸
堂
謹
を

み
て
み
る
と
、
稲
荷
大
明
神
の
再
興
発
願
主
で
あ
り
、
稲
荷
大
明
神
別
当
ノ
房
建
立
に
際
し
て
は
智
寂
日
省
師
よ
り
本
尊
を
授
与
さ
れ

て
い
尭
又
、
影
現
七
面
大
明
神
の
発
起
主
に
学
禅
院
の
名
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
も
諸
方
を
勧
化
し
て
新
建
立
に
つ
と
め
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。
学
禅
院
は
敬
神
坊
、
妙
石
坊
の
開
基
で
も
あ
る
が
、
妙
石
坊
に
お
い
て
は
、
「
窮
年
二
学
禅
院
日
逢
道
俗
ヲ
勧
メ
銭
ヲ
窮
民
二

与
へ
石
ヲ
拾
ハ
令
テ
妙
経
ヲ
書
写
シ
此
処
二
収
メ
石
経
ヲ
起
シ
」
と
あ
る
よ
う
な
浄
行
を
成
就
し
て
い
る
。
こ
の
石
塔
は
今
も
妙
石
坊
に

師
）
・
是
寛
ら
で
あ
電
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に
は
資
料
が
乏
し
す
ぎ
る
が
、
『
身
延
山
坊
跡
録
』
か
ら
身
延
衆
徒
が
ど
こ
の
住
職
で
あ
っ
た
の
か
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

『
身
延
山
史
』
を
み
て
み
る
に
、
過
状
派
の
旗
頭
と
な
っ
た
の
は
、
学
禅
院
（
通
師
門
人
）
・
顕
妙
院
（
境
師
門
人
）
・
正
法
院
（
境
師

門
人
）
・
大
林
房
（
通
師
門
人
）
・
麓
坊
（
同
上
）
・
山
本
房
（
同
上
）
、
そ
の
他
通
師
弟
子
と
し
て
修
玄
院
・
良
叔
・
崩
海
（
遠
沽
亨
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存
在
し
六
老
僧
の
塔
の
脇
に
立
っ
て
い
る
。
亨
師
の
棟
札
嵯
は
、
身
延
山
高
座
石
の
祖
師
堂
新
建
立
の
本
願
主
と
し
て
学
禅
院
の
名
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
七
面
山
麓
の
神
力
房
に
関
し
て
も
学
禅
院
の
業
績
が
残
さ
れ
て
い
る
。
神
力
房
四
代
法
源
日
流
の
時
、
学
禅
院
が

「
七
面
社
ノ
古
材
木
ヲ
以
テ
三
間
二
四
間
ノ
堂
ヲ
造
り
」
と
あ
り
、
そ
の
事
が
通
師
の
棟
札
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
七
面
山
奥
之

院
の
影
翻
石
の
小
社
に
つ
い
て
も
学
禅
院
が
建
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
察
す
る
に
、
学
禅
院
は
た
だ
山
内
一
ケ
坊

の
住
職
で
は
な
く
、
法
主
の
片
腕
と
し
て
活
躍
を
し
た
院
代
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
顕
妙
院
と
正
法
院
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
境
師
の
門
人
で
あ
る
。
山
内
が
二
分
さ
れ
た
時
、
こ
の
二
人
は
境
師
の
弟

子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
師
の
弟
子
達
と
手
を
結
び
と
反
対
派
か
ら
責
め
ら
れ
る
の
で
あ
壷
顕
妙
院
と
は
覚
林
房
の
十
四
世
、
定

林
房
の
十
二
世
を
勤
め
た
日
承
聖
人
で
あ
る
。
後
董
問
題
の
時
期
に
は
定
林
房
の
住
職
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
山
史
に
よ
れ
聡
時
の

覚
林
房
は
反
対
派
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
賛
成
派
の
日
承
は
定
林
房
の
住
職
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
日
承
は
身
延
山
の

一
老
職
を
勤
め
、
後
に
日
亨
よ
り
聖
人
号
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
正
法
院
は
竹
之
房
十
八
世
の
日
運
で
あ
り
、
同
房
の
中
興
と
称
せ
ら
れ
て

い
る
。
日
運
が
中
興
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
客
殿
、
庫
裏
、
表
門
、
諸
尊
を
貞
享
五
年
よ
り
三
年
間
に
亘
り
、
悉
く
造
立
、
又
高
下
あ
る

境
内
地
を
平
坦
に
し
た
と
い
う
功
績
が
あ
っ
た
故
で
あ
る
。
日
運
は
竹
之
房
を
再
興
の
後
、
西
谷
正
運
坊
に
閑
居
さ
れ
宝
永
七
年
十
月
十

一
日
、
七
十
五
才
で
遷
化
し
て
い
る
。
延
宝
七
年
の
後
董
問
題
が
生
じ
た
時
に
は
四
十
四
才
で
あ
っ
た
。
通
師
の
門
下
の
勢
力
が
強
か
っ

た
為
、
後
董
問
題
に
勝
利
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
境
師
門
人
の
こ
の
二
人
が
通
師
門
人
と
一
緒
に
頑
張
っ
た
事
が
、
反
対
派
に
対
す
る
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
学
禅
院
以
外
の
通
師
門
人
で
は
、
大
林
房
十
五
世
大
林
院
日
誠
大
徳
、
麓
房
十
九
世
顕
了
院
日

盛
聖
人
、
山
本
房
十
九
世
本
圀
院
日
義
聖
人
の
三
人
が
い
る
。
顕
了
院
は
志
摩
房
十
一
世
で
も
あ
り
、
名
僧
部
に
は
當
山
聾
明
師
、
能
筆

之
と
あ
り
、
後
に
身
延
山
一
老
職
を
勤
め
、
享
保
二
年
七
十
二
才
で
遷
化
。
又
、
上
ノ
山
顕
盛
坊
の
開
基
で
あ
り
、
晩
年
醍
醐
谷
高
雲
庵

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

(87）



一
方
、
反
対
派
の
代
表
に
は
、
禅
定
房
・
回
台
房
・
武
井
房
・
覚
林
房
・
真
如
院
・
法
性
院
・
鏡
像
院
・
慈
雲
院
ら
の
名
が
挙
げ
ら
れ

る
。
禅
定
房
と
は
大
林
房
の
こ
と
で
あ
恥
十
四
世
禅
定
院
日
貞
聖
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
貞
は
玄
成
院
と
も
称
し
、
厨
子
建
立
主

と
あ
る
。
圓
台
房
の
時
の
住
職
は
、
遷
化
年
月
日
か
ら
推
し
て
十
一
世
了
光
院
日
明
と
思
わ
れ
る
。
武
井
坊
は
、
十
三
世
正
行
院
日
恕
聖

人
で
あ
ろ
う
。
坊
跡
録
に
は
十
三
世
寿
遠
院
日
遵
聖
人
、
十
四
世
正
行
院
日
恕
聖
人
と
あ
る
が
、
後
に
朱
書
き
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
遷

化
の
年
が
日
遵
が
元
禄
七
年
、
日
恕
が
元
禄
十
年
と
あ
る
た
め
歴
代
を
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
覚
林
房
だ
が
、
十
三
世
意
真
院
日

誠
聖
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
十
四
世
顕
妙
院
は
賛
成
派
の
筆
頭
に
名
を
列
ね
て
い
て
、
滅
後
亨
師
よ
り
聖
人
号
を
贈
ら
れ
て
お
り
、
十
五

世
法
住
院
日
宗
も
同
じ
く
亨
師
よ
り
聖
人
号
を
受
け
て
い
る
。
亨
師
は
通
師
の
弟
子
で
あ
り
賛
成
派
の
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
反
対
派
の

僧
に
聖
人
号
を
贈
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
遷
化
年
月
日
か
ら
推
し
日
誠
を
さ
し
て
い
る
と
考
察
し
た
。
真
如
院
と
は
端
場
房
十
九
世

真
如
院
日
住
と
考
え
ら
れ
る
。
日
住
は
日
受
と
も
い
い
、
宝
永
四
年
七
月
三
日
に
遷
化
し
て
い
る
。
法
性
院
は
志
摩
房
十
世
法
性
院
日
逗

聖
人
で
あ
ろ
う
。
聖
人
は
字
を
恕
林
と
い
い
、
武
井
房
日
恕
と
名
前
の
上
か
ら
兄
弟
弟
子
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
出
来
る

の
で
あ
る
。
旦
浸
志
摩
房
の
庫
裏
を
再
建
し
た
旨
の
記
録
が
残
っ
て
い
髭
鏡
像
院
と
は
東
谷
杉
之
房
十
四
世
鏡
像
院
日
鋭
大
徳
で
あ

ろ
う
。
杉
之
房
は
明
治
七
年
に
武
井
房
へ
合
併
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
本
院
第
五
世
鏡
円
阿
闇
梨
日
臺
上
人
の
開
基
し
た
房
で
あ

通
師
門
人
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五
世
と
し
て
閑
居
し
て
い
る
。
後
董
問
題
時
に
は
三
十
四
才
で
あ
っ
た
。
本
圀
院
も
名
僧
の
部
に
大
験
者
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
師
は

山
本
房
の
厨
子
を
再
建
、
さ
ら
に
二
十
世
妙
光
院
日
明
の
代
に
亘
っ
て
庫
裏
の
建
立
を
正
徳
元
年
完
成
さ
せ
て
い
る
。
本
圀
院
は
通
師
の

門
人
と
同
時
に
学
禅
院
の
弟
子
で
も
あ
る
。
宝
永
年
間
、
思
親
閣
へ
百
日
間
登
詣
し
へ
そ
の
折
、
妙
翁
稲
荷
を
感
得
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
壷
こ
の
他
、
通
師
の
弟
子
と
し
て
、
後
に
久
遠
寺
三
十
三
世
に
晋
山
し
た
遠
沽
亨
師
崩
海
の
名
も
見
ら
れ
る
。
時
に
亨
師
は
二
十

て
い
る
。
こ
の
他
、
通
壺

四
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

(鮒）



山
内
を
二
分
し
て
争
わ
れ
た
後
董
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
賛
成
派
で
あ
っ
た
人
達
の
活
躍
が
目
立
ち
、
論
功
行
賞
的
な
人
事
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
身
延
山
諸
堂
記
を
見
て
み
る
と
、
新
し
い
建
築
が
行
わ
れ
る
時
の
奉
行
僧
に
、
観
静
房
日
諦

の
名
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
日
諦
は
西
谷
芳
春
坊
の
三
世
で
あ
る
が
、
杉
之
房
本
理
院
日
住
の
弟
子
で
あ
る
。
日
住
は
通
師
の
弟
子
で
あ

り
、
本
行
房
十
三
世
、
又
一
老
職
を
勤
め
た
僧
で
あ
る
。
即
ち
日
諦
は
日
通
の
孫
弟
子
に
あ
た
り
、
脱
省
亨
三
師
の
時
代
に
活
躍
し
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

十
九
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

り
、
亨
師
の
正
徳
二
年
冬
改
正
の
『
房
跡
録
』
に
依
れ
ば
身
延
山
年
中
行
事
二
十
房
中
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
慈
雲
院
と
は
西

谷
南
向
房
十
世
慈
雲
院
日
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
坊
跡
録
に
は
慈
雲
院
の
脇
に
墨
で
二
ヶ
所
消
さ
れ
た
跡
が
残
っ
て
い
る
。
反
対
派
が

住
職
を
し
た
房
の
次
の
歴
世
に
は
通
師
門
下
が
就
任
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
禅
定
房
（
大
林
房
）
十
四
世
禅
定
院
日
貞
の
後
に

は
、
通
師
の
弟
子
で
あ
る
大
林
院
日
誠
が
十
五
世
に
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
武
井
房
十
三
世
正
行
院
日
恕
の
後
に
通
師
門
人
の
寿
遠
院
日
遵

が
す
わ
り
、
志
摩
房
十
世
法
性
院
日
逗
の
後
に
は
通
師
の
弟
子
の
顕
了
院
日
盛
が
就
い
て
い
る
。
清
水
房
十
六
世
恵
照
（
性
）
院
日
近
も

反
対
派
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
通
師
が
延
宝
七
年
二
月
十
一
日
江
戸
瑞
輪
寺
に
化
し
た
後
、
二
月
一
干
六
日
そ
の
遺
状
を
祖
山
で
披
見
し

た
と
こ
ろ
後
董
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
年
の
十
月
四
日
寺
社
奉
行
で
裁
決
が
下
り
、
無
念
の
思
い
で
同
月
十
七
日
遷
化
さ

れ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
十
七
世
に
通
亨
に
つ
か
え
た
遠
光
院
日
説
が
就
任
し
て
い
る
。
遠
光
院
は
延
宝
七
年
に
は
未
だ

妙
石
坊
の
祖
師
堂
裏
に
あ
る
歴
代
墓
の
中
に
、
他
の
墓
に
比
べ
一
回
り
大
き
な
墓
が
あ
る
。
妙
石
坊
の
開
基
、
学
禅
院
日
逢
の
墓
で
あ

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

二
、
学
禅
院
日
逢
の
弟
子
に
つ
い
て
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通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

る
が
、
そ
の
両
側
面
に
、
弟
子
孫
弟
子
の
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
側
の
弟
子
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、

又
、
左
側
の
孫
弟
子
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

子 弟

恵観智本学永

震農護晨離
日日日日日

尭相妙義義

舂雫嘉議竪琴
日日坊坊日日日
理是日日幸浄定

教清

宗

日
一
鍵

苗

弟 孫

本幸幸義恵 智心
妙存順天光 融要
坊日日日日日日日
相慶観遥亮妙山

智恵智見幸玄宣智
性立岸静運覚長達
日日日日日 日
栄暁禅祥浄 体

壽竈臺弄
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両
側
と
も
三
段
に
な
っ
て
い
る
が
、
弟
子
の
上
段
に
は
恵
眼
院
日
堯
、
観
性
院
日
相
、
智
光
院
日
妙
、
本
圀
院
日
義
、
学
立
院
日
義
、

永
祥
院
の
六
人
の
名
が
見
ら
れ
る
。
今
回
、
坊
跡
録
を
中
心
に
調
べ
て
み
た
が
、
恵
眼
院
、
永
祥
院
に
つ
い
て
は
捜
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
観
性
院
日
相
は
桶
沢
房
の
二
十
六
世
で
正
徳
二
年
に
遷
化
し
て
い
る
。
一
干
五
世
寂
亮
院
日
承
は
通
師
の
弟
子
、
一
干
七
世
亨
紹
院

日
隆
は
亨
師
の
弟
子
で
あ
る
。
通
亨
に
弟
子
と
い
う
僧
も
多
く
見
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
が
、
墓
か
ら
学
禅
院
の
弟
子
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
他
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
智
光
院
日
妙
は
、
定
林
房
の
十
六
世
で
あ
り
、
裕
師
時
代
に
は
一
老
を
務
め
て
い
る
。
坊
跡
録
脇
書
き

に
は
、
享
保
十
八
年
遷
化
省
師
の
弟
子
と
あ
る
。
享
保
九
年
客
殿
を
再
建
、
定
林
房
へ
住
職
す
る
前
は
、
水
戸
妙
雲
寺
の
十
世
、
加
倉
井

妙
徳
寺
の
一
一
十
三
世
を
経
験
し
て
い
る
。
水
戸
妙
雲
寺
は
、
学
禅
院
日
逢
が
八
世
を
務
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
が
十
世
に
座
る

こ
と
は
理
解
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、
何
故
に
水
戸
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
学
禅
院
が
福
山
に
開

い
た
実
相
寺
の
開
基
檀
越
福
山
城
主
水
野
勝
俊
家
老
職
上
田
勘
解
由
直
定
と
の
関
わ
り
が
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
本
圀
院
日
義
に
つ
い
て
は

前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
学
立
院
日
義
は
東
谷
南
延
房
の
九
世
中
興
で
あ
り
、
学
立
房
の
開
基
で
も
あ
る
。
勅
許
権
律
師
日
詮
上
人
と

あ
る
の
だ
が
、
兄
弟
弟
子
に
本
圀
院
日
義
が
い
た
た
め
、
日
義
を
日
詮
と
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
学
禅
院
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
が
、

通
師
の
弟
子
で
も
あ
り
、
学
禅
院
の
弟
弟
子
に
あ
た
っ
て
い
る
。
南
延
房
の
中
興
と
言
わ
れ
る
所
以
は
、
師
の
代
に
厨
子
を
八
間
に
七
間

半
に
増
改
築
、
廊
下
、
座
敷
、
門
、
両
尊
、
祖
師
、
鬼
子
母
十
如
、
大
黒
、
七
面
、
三
宝
荒
神
等
を
全
て
新
建
立
し
た
功
に
よ
り
脱
師
代

中
興
の
号
を
賜
っ
て
ぃ
詫
当
時
大
変
な
力
を
持
っ
て
い
た
僧
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
本
圀
院
日
義
の
一
才
年
下
で
あ
る
。
永

祥
院
に
つ
い
て
は
坊
跡
録
を
捜
す
も
見
あ
た
ら
な
い
。

二
段
目
に
つ
い
て
は
、
院
号
が
無
い
た
め
捜
し
に
く
い
こ
と
も
あ
る
が
、
顕
了
日
是
と
は
、
志
摩
坊
十
一
世
顕
了
院
日
盛
聖
人
と
考
察
し

た
。
顕
了
院
は
通
師
の
弟
子
で
あ
り
、
坊
跡
録
を
見
る
に
名
僧
の
部
並
び
に
一
老
職
の
部
に
出
て
く
る
僧
で
あ
る
。
身
延
山
聟
明
の
師
で
あ

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）
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高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

り
、
上
の
山
顕
盛
坊
の
開
基
、
又
、
麓
房
十
九
世
、
高
雲
房
五
世
の
閑
居
で
あ
る
。
又
、
能
筆
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
享
保
二
年
に
七

十
二
才
で
遷
化
。
本
圀
院
日
義
、
学
立
院
日
詮
ら
よ
り
年
長
で
あ
る
。
恵
源
坊
日
教
は
、
学
立
院
日
詮
の
弟
子
に
学
立
坊
二
世
学
圓
日
教

法
師
が
い
る
が
、
時
代
的
に
合
致
す
る
人
物
で
あ
る
。
日
教
は
学
立
院
日
詮
の
弟
子
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
詮
は
通
師
門
人
で
あ
る

と
同
時
に
学
禅
院
の
弟
子
と
し
て
日
逢
の
墓
石
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
そ
の
一
段
下
に
恵
源
坊
日
教
と
あ
る
為
、
恵
源
坊
即
ち
学
圓
日
教

法
師
と
考
察
し
た
。
日
教
は
享
保
九
年
正
月
二
十
四
日
遷
化
、
年
令
は
不
詳
。
玄
叔
日
幸
は
、
坊
跡
録
中
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
が
、
池
上
本
門
寺
発
行
の
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
中
、
善
学
院
西
谷
檀
林
第
四
十
世
に
統
要
院
（
玄
叔
）
日
将
と
あ
り
、
妙
了
寺
の

十
九
世
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
玄
叔
日
幸
と
統
要
院
日
将
を
同
一
人
物
と
推
察
し
た
が
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
妙
了
寺
は
勇
通
法
縁
の
寺
で

あ
り
、
遷
化
年
月
日
も
享
保
十
六
年
と
い
う
こ
と
で
時
代
は
合
う
の
で
あ
る
。
立
浄
日
定
に
つ
い
て
は
、
東
谷
福
泉
坊
七
世
に
南
林
房
日

定
と
い
う
僧
が
い
る
。
享
保
九
年
七
十
二
才
で
遷
化
と
い
う
時
代
か
ら
推
し
た
だ
け
で
学
禅
院
の
弟
子
、
あ
る
い
は
通
師
の
関
係
と
い
う

定
と
い
う
僧
が
い
る
。
享
保
九
崖

こ
と
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

三
段
目
に
は
宗
善
日
苗
と
一
人
だ
け
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
は
、
妙
石
坊
の
二
世
宗
善
坊
日
顕
法
師
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。
宝
永
五
年
に
遷
化
し
て
い
る
が
、
妙
石
庵
の
祖
師
堂
建
立
の
願
主
で
あ
り
、
学
禅
院
の
下
で
妙
石
庵
を
開
基
す
る
こ
と
に
中
心

的
な
働
き
を
し
た
人
と
考
え
ら
れ
る
。
妙
石
庵
の
歴
代
を
見
る
に
、
法
師
の
ク
ラ
ス
が
多
く
、
院
号
も
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
寺
の
格
式
は

さ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
六
老
門
跡
を
中
心
に
有
力
な
寺
院
は
、
歴
代
に
院
号
が
あ
り
、
聖
人
あ
る
い
は
勅
許
上
人
号

を
賜
わ
っ
て
い
る
。
又
、
そ
の
次
な
る
も
の
は
大
徳
が
つ
き
、
法
師
は
そ
の
下
に
な
っ
て
い
る
。

孫
弟
子
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
本
妙
坊
と
は
歴
代
の
遷
化
年
月
日
か
ら
本
妙
坊
二
世
寿
了
院
日
久
大
徳
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
日

久
は
享
保
十
年
六
十
八
才
で
遷
化
し
て
い
る
。
学
禅
院
が
元
禄
十
二
年
六
十
九
才
の
時
、
四
十
二
才
で
あ
る
。
孫
弟
子
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
が
、
師
僧
が
だ
れ
で
あ
る
か
は
わ
か
り
か
ね
る
。
幸
存
日
相
は
了
雲
坊
四
世
に
学
了
房
日
相
な
る
僧
が
い
る
が
、
時
代
と
し
て
は
一
致

す
る
も
の
の
遷
化
年
代
等
未
詳
で
あ
る
。
学
了
房
日
相
が
了
雲
坊
を
元
禄
十
三
年
に
再
建
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
幸
存
日
相
が
学
了

房
日
相
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
幸
順
日
慶
に
つ
い
て
は
、
山
本
房
二
十
一
世
本
地
院
日
慶
聖
人
が
考
え
ら
れ
壷
日
慶
は
寛
延
二
年
七

十
五
才
で
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
元
禄
十
二
年
学
禅
院
六
十
九
才
の
時
二
十
六
才
の
若
さ
で
あ
る
が
、
学
禅
院
の
弟
子
本
圀
院
日
義
が
山

本
房
十
九
世
で
当
時
四
十
九
才
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
孫
弟
子
と
し
て
の
年
令
差
、
山
本
房
歴
代
と
い
う
こ
と
か
ら
幸
順
日
慶
即
ち

本
地
院
日
慶
の
可
能
性
が
強
い
と
考
え
た
。
坊
跡
録
に
は
裕
師
弟
子
一
老
と
あ
り
、
晩
年
に
は
一
老
を
勤
め
る
ほ
ど
の
僧
と
な
っ
て
い
た
。

恵
光
日
遥
は
、
隅
之
房
十
六
世
恵
光
院
日
遥
で
あ
る
。
宝
永
三
年
六
十
五
才
で
遷
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
元
禄
十
二
年
に
は
五
十
八

才
で
あ
る
。
又
、
桶
沢
房
の
二
十
三
世
で
も
あ
る
。
隅
之
房
、
桶
沢
房
ど
ち
ら
を
先
に
住
職
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
為

こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
日
亮
と
は
南
谷
文
殊
坊
七
世
泰
秀
院
日
亮
で
あ
ろ
う
か
、
享
保
十
七
年
に
遷
化
し
て
い
る
。
同
坊
五

世
も
た
だ
日
亮
と
あ
る
だ
け
で
、
遷
化
年
等
未
詳
だ
が
、
前
後
の
歴
代
住
職
の
遷
化
年
か
ら
推
察
し
て
可
能
性
が
あ
る
。
智
融
日
妙
は
延

寿
坊
十
一
世
の
法
性
院
日
妙
が
同
時
代
の
僧
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
宝
歴
二
年
の
遷
化
で
あ
る
。
孫
弟
子
の
二
段
目
中
、
見
静
日
禅
と
あ

る
が
、
そ
の
時
代
、
日
禅
と
名
の
っ
た
僧
の
中
で
杉
之
房
十
七
世
本
静
院
日
禅
が
考
え
ら
れ
る
。
日
禅
は
宝
暦
九
年
遷
化
と
あ
る
た
め
、

元
禄
十
二
年
か
ら
数
え
る
と
六
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
遷
化
年
令
が
八
十
才
以
上
で
あ
れ
ば
、
当
時
二
十
代
の
僧
と
し
て
名
を
列
ね

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
杉
之
坊
十
五
世
は
本
理
院
日
住
で
あ
り
、
日
住
は
通
師
の
弟
子
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
通
師
、
学
禅

院
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
と
考
察
し
た
。
三
段
目
に
書
か
れ
て
い
る
常
寿
、
幸
明
、
恵
天
、
立
弁
に
つ
い
て
は
、
院
号
あ
る
い
は
房

号
、
日
号
が
無
い
た
め
坊
跡
録
か
ら
捜
し
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

以
上
、
学
禅
院
の
弟
子
孫
弟
子
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
は
身
延
山
一
老
職
を
勤
め
、
名
僧
と
い
わ
れ
た
顕
了
院
日
盛
を
は

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）
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元
禄
十
二
年
五
月
十
三
日
、
高
座
石
妙
石
庵
の
境
内
、
妙
石
庵
祖
師
堂
の
左
手
に
六
老
僧
の
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に

集
ま
っ
た
大
衆
は
、
千
五
百
万
遍
の
唱
題
を
し
て
開
眼
供
養
に
列
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
石
経
を
書
写
し
た
烈
衆
が
山
内

に
多
く
い
た
こ
と
が
石
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
自
然
石
は
一
人
で
は
動
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
在
六
老
僧
の
供
養
塔
の
裏
に
立
っ

て
い
て
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

じ
め
、
本
圀
院
日
義
、
観
性
日
相
、
智
光
日
妙
、
学
立
日
詮
と
い
う
そ
う
そ
う
た
る
人
物
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
禅
院
は
そ
れ
ら
の

弟
子
の
力
を
借
り
、
本
山
の
執
事
と
し
て
多
く
の
建
築
等
、
身
延
山
の
境
内
整
備
に
力
を
つ
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

心
鋤
ｗ
｜
、
廻
巡
蝿

元
禄

書
写

三
、
書
写
石
経
烈
衆
に
つ
い
て

①
一
③
一
⑤

①

襄簑雫棄蕾慧秦舅葉書

運口成遥義性心

院院院院院坊坊日日日
日日日日日日日明禮真

:
薑晨塁襄妻最舌菱雷壼
日日日慈日日日日日日
継恵相 珠妙覚喜理陽
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②
玄
理
院
日
義
④
修
了
院
日
性
⑥
春
水
日
緑

正
住
院
日
中
一
音
院
日
徳
秀
達
日
雅

智
應
院
日
感
円
信
庵
日
忠
通
然
日
芳

杉
野
坊
日
住
蓮
信
坊
日
具
泰
隆
日
泉

覚
林
坊
日
俊
仙
寿
坊
日
盛
是
立
日
建

清
水
坊
日
説
延
寿
坊
日
了
春
東
日
恵

南
延
坊
日
義
円
信
坊
日
清
幸
順
日
慶

本
善
坊
日
到
麓
坊
日
明
玄
叔
日
幸

理
教
日
審
清
閑
坊
日
恵
恵
善
日
苗

是
周
日
弁
観
松
坊
日
秀
清
閑
日
居

本
蔵
院
日
納
本
住
坊
日
信
了
達
日
覚

自
侃
日
應
宗
賢
坊
日
運
宗
善
日
妙

教
山
日
療
中
山
坊
日
理

書
写
石
経
烈
衆
と
い
う
文
字
と
元
禄
十
二
年
五
月
十
三
日
と
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
ハ
ッ
キ
リ
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
下

に
彫
ら
れ
た
僧
侶
の
名
前
六
十
九
名
に
つ
い
て
は
三
百
年
の
年
月
が
経
っ
て
い
る
た
め
読
み
き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回

六
十
数
名
の
名
を
読
み
取
っ
た
結
果
、
そ
の
僧
侶
が
当
時
ど
こ
の
坊
の
住
職
を
し
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
。

石
に
彫
ら
れ
て
い
る
名
は
、
や
は
り
三
段
に
な
っ
て
お
り
、
一
番
上
か
ら
長
老
、
中
堅
、
若
手
の
順
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
元

禄
十
二
年
は
学
禅
院
が
遷
化
し
た
宝
永
元
年
よ
り
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
脱
師
か
ら
省
師
へ
と
法
主
が
変
わ
っ
た
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。

三
段
に
彫
ら
れ
た
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
真
ん
中
を
中
心
に
左
右
へ
と
並
ん
で
い
る
。
こ
の
石
は
学
禅
院
が
発
願
主
と
な
っ
て
建
て
た
も
の
に

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）
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通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
自
身
の
名
は
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
左
右
ど
ち
ら
が
上
座
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
彫
ら
れ
て
い
る
僧

の
名
か
ら
推
察
す
る
に
、
右
正
法
院
日
運
で
あ
ろ
う
か
、
正
法
院
日
運
は
先
に
出
て
き
た
よ
う
に
脱
師
を
迎
え
る
時
の
賛
成
派
の
代
表
で

も
あ
る
。
竹
之
房
歴
世
で
あ
り
当
時
六
十
四
才
の
長
老
で
あ
っ
た
。
次
に
左
の
玄
理
院
日
義
で
あ
る
が
、
覚
林
房
の
十
七
世
で
あ
潅
玄

理
院
は
朝
師
堂
建
立
の
僧
で
あ
り
一
老
職
を
勤
め
て
い
る
。
さ
ら
に
名
僧
の
部
に
も
出
て
く
る
人
で
あ
る
。
常
陸
久
昌
寺
蔵
の
日
乗
上
人

日
訟
悸
は
、
元
禄
十
三
年
二
月
十
八
日
、
「
身
延
よ
り
省
師
御
使
僧
真
浄
坊
恵
性
所
に
到
着
、
御
年
頭
且
御
機
嫌
伺
の
た
め
也
。
真
浄
坊

庵
に
来
る
。
」
同
十
九
日
「
真
浄
坊
同
道
セ
し
也
・
」
「
真
浄
へ
御
料
理
已
テ
御
目
見
被
仰
付
也
。
」
「
今
夕
真
浄
坊
へ
夕
飯
す
私
む
。
む
か

（
耐
）

し
よ
り
近
付
の
人
な
れ
（
、
ゆ
る
ゆ
る
と
物
語
聞
ゆ
。
」
等
々
あ
り
、
即
ち
身
延
山
東
谷
真
浄
房
十
一
世
徳
成
院
日
性
聖
人
の
事
が
書
か

れ
て
お
り
、
そ
の
つ
づ
き
に
、
「
省
師
よ
り
御
害
被
下
、
杉
原
二
束
、
中
啓
被
下
也
。
玄
理
院
よ
り
状
来
る
。
右
へ
返
書
今
宵
認
テ
遣
ハ

さ
ん
と
セ
し
也
・
」
「
予
ガ
状
に
委
書
付
玄
理
院
方
へ
遣
ス
也
・
」
同
二
十
六
日
、
「
身
延
玄
理
院
よ
り
状
来
る
。
」
等
と
あ
り
、
当
時
、
身

延
と
水
戸
と
の
関
係
に
玄
理
院
が
関
わ
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
元
禄
十
四
年
二
月
二
十
一
日
に
は
、
「
日
省
師
着
已
下
、
方
丈
二

被
為
入
。
…
…
玄
理
院
天
瑞
等
侍
者
衆
少
し
。
」
と
あ
り
、
省
師
の
御
供
と
し
て
水
戸
に
出
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。
玄
理
院
は
奥
州
会
津
に
産
ま
れ
、
身
延
で
は
燈
主
堂
萬
燈
室
両
堂
の
額
を
認
め
た
人
で
も
あ
る
。
又
、
真
浄
房
の
過
去
帳
を

正
徳
三
年
五
月
十
五
日
、
徳
性
院
日
性
の
代
に
書
い
て
い
る
が
、
玄
理
院
が
遷
化
す
る
わ
ず
か
四
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
壷
こ
の
こ
と
か

ら
も
師
は
能
筆
で
あ
り
、
真
浄
房
日
性
と
の
関
係
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
日
乗
上
人
日
記
を
詳
し
く
見
て
い
く
事
に
よ
っ
て
身
延
と

水
戸
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
え
る
が
、
そ
の
事
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

顕
了
院
日
盛
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
元
禄
十
二
年
に
は
正
法
院
と
同
年
令
の
六
十
四
才
で
あ
っ
た
。
正
住
院
日
中
は

名
僧
の
部
に
出
て
い
る
が
、
河
原
町
に
住
居
、
字
は
正
己
学
徳
秀
逸
と
あ
る
。
元
禄
十
四
年
七
十
二
才
で
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
烈
衆
と
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二
段
目
の
修
了
院
日
性
と
は
、
大
善
房
十
三
世
修
了
院
日
猩
で
あ
る
。
日
猩
は
日
悟
と
も
云
い
、
本
行
房
の
十
四
世
で
も
あ
る
。
享
保

四
年
に
遷
化
、
年
令
は
不
詳
。
知
法
院
日
秀
は
大
林
房
士
ハ
世
智
法
院
日
秀
で
あ
ろ
う
。
脱
師
門
人
、
元
禄
十
五
年
五
十
九
才
で
遷
化
。

時
に
五
十
六
才
。
一
音
院
日
徳
は
南
向
房
の
十
一
世
。
元
禄
四
年
に
鬼
子
母
十
女
祖
師
之
像
を
造
立
。
施
主
は
江
戸
善
立
寺
法
輪
坊
と
あ

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

院
日
納
は
、
南
之
房
二
十
一
世
宮

よ
っ
て
過
去
帳
が
書
か
れ
て
い
る
。

し
て
名
が
列
な
っ
た
の
は
七
十
才
の
時
で
あ
る
。
恵
光
院
日
遥
は
学
禅
院
の
孫
弟
子
と
し
て
前
述
し
た
僧
で
あ
る
。
智
應
院
日
感
は
松
井

房
の
十
七
世
で
あ
り
、
一
老
職
を
勤
め
て
い
る
。
七
十
一
才
で
遷
化
し
て
い
る
が
、
時
に
四
十
八
才
で
あ
っ
た
。
本
圀
院
日
義
は
、
学
禅

院
の
弟
子
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
僧
で
あ
る
。
時
に
四
十
九
才
。
杉
之
坊
日
住
は
通
師
の
弟
子
一
老
職
を
勤
め
た
僧
。
本
理
院
日
住
と
い
う
。

本
行
房
の
十
三
世
、
杉
之
房
の
十
五
世
で
あ
る
。
元
禄
五
年
杉
之
房
の
庫
裏
、
客
殿
を
再
興
、
両
尊
鬼
子
母
十
女
の
造
立
も
行
な
っ
て
い

る
。
享
保
九
年
に
七
十
二
才
で
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
時
に
四
十
七
才
で
あ
る
。
覚
林
坊
日
俊
と
は
、
覚
林
房
十
六
世
一
行
院
日
俊
の
こ

と
で
あ
る
。
一
行
院
は
西
谷
本
應
坊
の
第
二
世
で
あ
り
、
一
行
房
の
開
基
で
も
あ
る
。
一
行
房
の
開
基
に
あ
た
っ
て
は
、
下
曾
根
村
内
藤

源
兵
衛
な
る
も
の
が
建
立
の
施
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
行
院
が
下
曾
根
円
明
寺
の
住
職
琴
勤
め
た
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。
坊
跡
録
に
依

れ
吃
「
宝
永
六
年
に
祖
廟
前
読
調
妙
経
全
部
の
願
を
立
つ
」
と
あ
り
、
享
保
二
年
に
日
裕
法
主
よ
り
妙
経
五
千
部
成
就
他
の
功
績
に
て

本
蕊
琴
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
九
年
間
に
五
千
部
読
謂
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
享
保
十
一
年
七
十
四
才
で
遷
化
、
時

に
四
十
七
才
で
あ
る
。
清
水
坊
日
説
は
、
十
七
世
遠
光
院
日
説
で
あ
る
。
通
亨
二
弟
子
と
あ
り
、
享
保
十
八
年
七
十
三
才
で
遷
化
、
時
に

三
十
九
才
で
あ
る
。
上
段
に
名
を
列
ね
て
い
る
僧
の
中
に
あ
っ
て
は
若
い
僧
で
あ
る
。
南
延
坊
日
義
は
九
世
学
立
院
日
詮
の
事
で
あ
る
。

日
詮
に
つ
い
て
は
学
禅
院
日
逢
の
弟
子
と
し
て
前
述
し
て
い
る
が
、
正
徳
三
年
六
十
四
才
で
遷
化
、
時
の
年
令
は
五
十
才
で
あ
る
。
本
蔵

院
日
納
は
、
南
之
房
二
十
一
世
で
あ
る
。
宝
永
三
年
に
遷
化
、
年
令
は
不
詳
。
日
納
遷
化
後
、
一
干
二
世
日
栄
代
に
玄
理
院
日
義
の
筆
に
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高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

る
。
又
、
元
禄
二
年
に
過
去
帳
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
者
は
桶
沢
房
二
十
三
世
恵
光
院
日
遥
四
十
八
才
と
あ
る
。
恵
光
院
は
十
年

後
の
元
禄
十
二
年
に
は
五
十
八
才
で
あ
る
。
一
音
院
は
南
林
房
の
六
世
で
も
あ
る
。
正
徳
五
年
六
十
八
才
で
遷
化
。
時
の
年
令
は
五
十
二

才
で
あ
っ
た
。
口
運
院
日
順
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
せ
ず
、
日
順
に
該
当
す
る
僧
を
調
べ
た
結
果
、
円
応
房
四
世
圓
長
院
日
順
（
正
徳

元
年
遷
化
）
南
向
房
十
四
世
通
心
院
日
順
（
享
保
二
十
年
遷
化
）
積
善
房
十
四
世
満
行
院
日
順
（
正
徳
六
年
遷
化
）
ら
が
考
え
ら
れ
る
。

南
向
房
は
慈
雲
院
日
新
の
開
基
で
あ
り
、
慈
雲
院
と
号
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
歴
代
を
慈
雲
院
と
呼
ん
で
い
る
が
、
口
雲
院
を
慈
雲
院
と
読

め
る
よ
う
な
気
も
し
て
く
る
。
又
、
林
行
坊
開
基
は
智
運
坊
日
順
だ
が
、
享
保
二
年
遷
化
な
の
で
、
時
代
も
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
、
口
内

が
智
の
よ
う
に
も
読
め
て
く
る
。
円
教
坊
日
然
は
、
十
一
世
円
教
院
日
然
で
あ
る
。
円
教
房
を
元
禄
七
年
に
再
興
、
泰
仙
房
と
号
し
た
。

享
保
十
六
年
遷
化
。
日
然
は
敬
神
坊
の
二
世
に
も
な
っ
て
い
る
。
元
禄
十
三
年
、
学
禅
院
日
逢
が
稲
荷
大
明
神
の
拝
殿
、
社
の
造
立
に
関

し
再
興
発
願
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
本
願
が
日
然
で
あ
窪
蓮
信
坊
日
具
と
は
、
五
世
智
定
院
日
具
で
あ
る
。
宝
氷
八
年
遷
化
、

年
令
は
不
詳
ｏ
大
運
坊
日
義
は
、
西
谷
大
運
坊
十
世
大
運
院
日
義
で
あ
る
。
開
基
も
大
連
坊
日
義
と
い
い
同
名
。
享
保
八
年
遷
化
、
年
令

は
不
詳
。
円
覚
坊
日
照
に
つ
い
て
は
、
松
ノ
木
松
樹
庵
歴
代
に
光
回
日
照
が
お
り
、
正
徳
元
年
に
遷
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
年
代
の
上

で
は
合
致
し
て
い
る
。
仙
寿
坊
日
盛
に
つ
い
て
は
、
上
ノ
山
回
光
庵
三
世
仙
了
院
日
盛
が
享
保
四
年
の
遷
化
、
又
、
西
之
房
十
世
堯
心
房

日
盛
が
享
保
元
年
の
遷
化
で
あ
る
の
で
年
代
か
ら
は
考
え
ら
れ
る
が
、
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
円
柳
坊
日
弘
は
、
逢
嶋
圓
柳
坊

の
七
世
、
中
道
院
日
弘
で
あ
る
。
西
谷
佐
倉
房
の
士
世
代
に
客
殿
庫
裏
の
再
建
を
行
な
っ
た
こ
と
が
省
師
板
本
尊
に
示
さ
れ
て
ぃ
港

享
保
十
三
年
遷
化
、
年
令
不
詳
。
圓
柳
坊
は
明
治
に
は
い
り
山
之
坊
へ
合
併
。
延
寿
坊
日
了
は
、
十
世
智
運
律
師
日
了
で
あ
る
。
享
保
十

五
年
遷
化
。
年
令
不
詳
。
松
林
坊
日
祐
は
、
西
谷
松
林
坊
十
一
世
善
妙
院
日
祐
の
こ
と
。
禅
定
日
祐
、
又
禅
妙
院
と
も
称
し
た
。
両
仏
を

造
営
し
て
い
る
。
正
徳
二
年
遷
化
。
年
代
不
詳
。
円
信
坊
日
清
と
は
西
谷
大
蓮
房
八
世
、
圓
信
院
日
清
で
あ
る
。
大
連
房
の
開
基
日
守
は
、
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高
座
石
に
安
置
さ
れ
て
い
る
祖
師
宮
殿
（
天
文
十
四
年
十
月
第
十
三
世
日
伝
代
に
造
立
）
の
施
主
で
あ
篭
日
清
は
丞
啄
エ
ハ
年
に
遷
化
ｏ

年
令
不
詳
。
麓
坊
日
明
は
二
十
二
世
正
覚
院
日
明
で
あ
る
。
亨
師
の
弟
子
で
老
僧
三
老
と
あ
る
が
、
元
禄
十
二
年
時
に
三
老
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
後
年
令
と
と
も
に
要
職
に
就
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
延
享
四
年
六
十
二
才
で
遷
化
し
て
い
る
。
当
時
十
四
才
の
若
さ

で
あ
る
。
は
た
し
て
そ
の
年
令
で
麓
房
日
明
と
名
の
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
成
道
坊
日
徳
は
三
世
成
道
院
日
徳
を
い
う
。
塩
沢
成
道
坊
を
再

興
造
立
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
享
保
八
年
遷
化
、
年
令
不
詳
。
観
松
坊
日
秀
は
蓮
盛
坊
九
世
回
達
院
日
秀
の
こ
と
で
あ
る
。
脱
師
建
立
の

三
十
六
坊
の
内
、
田
代
に
あ
っ
た
観
松
坊
が
正
徳
元
年
焼
失
し
た
為
、
蓮
盛
坊
に
摂
入
す
と
の
記
録
が
あ
繼
蓮
盛
坊
九
世
と
は
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
元
禄
十
二
年
当
時
は
観
松
坊
の
住
職
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
宗
賢
坊
日
運
に
つ
い
て
は
、
田
代
に
宗
賢
坊
が
あ
っ
た
と

の
記
録
は
あ
る
も
の
の
、
妙
量
の
名
が
あ
る
の
み
で
歴
世
の
書
き
込
み
は
残
念
な
が
ら
何
も
な
い
。
中
山
坊
日
理
は
田
代
に
あ
っ
た
中
山

坊
の
賢
聖
律
師
日
理
で
あ
る
。
歴
世
が
な
く
、
代
々
賢
聖
律
師
日
理
と
書
か
れ
て
い
る
。
享
保
三
年
遷
化
。
年
令
不
詳
。
観
松
坊
、
宗
賢

坊
、
中
山
坊
と
田
代
の
坊
が
並
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
間
に
あ
る
本
住
坊
は
坊
跡
録
中
に
見
つ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
田
代
の
中
に
見

塔
坊
と
い
う
名
の
坊
が
あ
り
、
歴
代
に
見
塔
坊
日
信
の
名
が
見
ら
れ
る
。
本
住
坊
日
信
と
石
に
は
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
信
が
見
塔

坊
の
日
信
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
と
考
え
る
。
遷
化
年
に
つ
い
て
は
亥
二
月
六
日
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
元
禄
十
二
年
以
降
の
亥
の
年
を
見

る
に
宝
永
四
年
あ
る
い
は
享
保
四
年
あ
た
り
が
考
え
ら
れ
る
。
常
栄
坊
日
成
は
南
谷
常
栄
坊
の
開
基
常
栄
坊
日
盛
で
あ
る
。
三
十
二
世
省

師
代
に
玉
蔵
坊
を
摂
入
し
て
常
栄
坊
と
し
て
い
る
が
、
日
盛
は
玉
蔵
坊
の
七
世
で
あ
り
、
こ
の
代
に
三
十
六
坊
の
内
の
浄
栄
坊
を
も
摂
入

し
常
栄
坊
と
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
奄
隆
光
坊
日
周
は
東
谷
覚
樹
坊
五
世
で
あ
る
。
覚
樹
坊
は
始
は
隆
源
雪
名
の
り
、

途
中
覚
樹
坊
と
い
い
、
後
に
善
綱
坊
と
名
の
っ
た
坊
で
あ
る
。
遷
化
年
、
年
令
共
に
未
詳
。

下
段
の
名
に
つ
い
て
は
、
院
号
、
坊
号
も
な
く
、
捜
し
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
日
号
と
そ
の
前
後
の
関
係
に
て
想
像
出
来
る
場
合
が
あ

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

(”）
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る
。
口
性
日
相
は
樋
沢
房
二
十
六
世
観
性
院
日
相
と
思
わ
れ
る
。
日
相
は
正
徳
二
年
の
遷
化
。
年
令
は
不
詳
。
通
然
日
芳
は
日
号
か
ら
樋

沢
房
二
十
八
世
義
俊
律
師
日
芳
、
享
保
十
九
年
遷
化
が
い
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。
了
口
日
覚
は
南
向
房
十
二
世
の
英
俊
坊
日
覚
か
と
思

え
る
。
一
音
院
日
徳
の
弟
子
で
了
念
日
覚
と
い
い
、
享
保
十
三
年
五
十
五
才
で
遷
化
、
元
禄
十
二
年
に
は
二
十
六
才
。
蓮
久
日
喜
は
西
谷

常
住
坊
三
世
常
住
律
師
日
喜
か
と
推
察
し
た
。
宝
永
五
年
の
遷
化
。
年
令
不
詳
。
幸
順
日
慶
に
つ
い
て
は
学
禅
院
日
逢
の
孫
弟
子
の
と
こ

ろ
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
西
之
房
八
世
義
貞
房
日
慶
享
保
十
九
年
遷
化
、
杉
之
房
十
六
世
日
慶
も
考
え
ら
れ
る
。
杉
之
房
日
慶
は

た
だ
日
慶
と
あ
る
の
み
で
、
遷
化
年
月
日
も
無
い
。
時
代
と
し
て
は
合
致
す
る
。
玄
脱
日
陽
は
、
覚
林
房
十
八
世
生
善
院
日
陽
が
考
え
ら

れ
る
。
十
七
世
は
玄
理
院
日
義
で
あ
る
の
で
、
玄
の
字
が
付
く
玄
脱
日
陽
が
院
号
を
名
の
る
時
、
生
善
院
と
称
し
た
の
で
は
と
想
像
し
た
。

日
陽
は
元
文
元
年
遷
化
。
玄
叔
日
幸
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
省
略
。
学
禅
院
の
弟
子
の
三
段
目
に
宗
善
日
苗
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
宗
善
日
妙
、
恵
善
日
苗
な
る
名
が
な
ら
ん
で
い
る
。
又
、
了
達
日
覚
と
あ
る
の
は
、
妙
石
坊
三
世
了
達
の
こ
と
と
思
え
る
。
了
達
は
高

座
石
祖
師
堂
の
建
立
願
主
で
あ
る
。

元
禄
時
代
六
老
僧
の
供
養
塔
が
建
ち
、
高
座
石
の
発
顕
が
な
さ
れ
た
頃
、
山
内
僧
侶
の
多
く
が
そ
の
淨
業
に
携
わ
っ
て
い
た
。
一
つ
の

石
に
彫
ら
れ
た
僧
侶
の
名
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
身
延
狼
座
の
後
董
問
題
と
、
そ
の
後
活
躍
し
た
僧
と
の
関
わ
り
が
浮
か
び
上
が
っ
て

来
た
。
中
で
も
高
座
石
妙
石
庵
の
開
基
と
し
て
力
を
発
揮
し
た
学
禅
院
日
逢
と
そ
の
門
下
の
活
躍
に
目
立
つ
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
し

ば
ら
く
の
間
、
日
省
、
日
亨
、
日
裕
、
さ
ら
に
日
潮
へ
と
そ
の
流
れ
は
続
き
、
そ
の
中
か
ら
不
老
日
仲
、
止
明
日
祥
ら
が
輩
出
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

(IOO)



〔
註
〕
（
１
）
『
身
延
山
史
』
一
五
○
頁

（
２
）
鈴
木
日
寿
編
『
身
延
山
坊
跡
録
』
下
七
五

（
３
）
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
八
九
四
頁

（
４
）
『
身
延
山
史
』
一
五
一
頁

（
４
）
『
身
延
山
史
』
一
五
一

（
妬
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
二
十
五

（
焔
）
『
日
乗
上
人
日
記
』
七
九
○
頁

（
Ⅳ
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
六
。
「
追
師
代
當
山
江
来
ル
脱
師
代
真
浄
房
被
仰
付
不
残
坊
再
建
井
諸
尊
佛
具
ホ
造
立
梅
平
田
地
新
甲
全
四
十
両

一
一

分
永
代
坊
江
附
ル
省
師
代
中
座
入
被
仰
付
亨
師
代
被
し
為
し
属
二
御
門
弟
『
裕
師
代
當
番
役
被
仰
付
同
代
五
老
僧
入
同
代
一
老
役
勤

高
座
四
百
五
十
遠
忌
享
保
十
六
辛
亥
年
窪
麻
椅
勤
同
年
十
一
月
十
三
日
隠
居
年
七
十
六
才
也

（
焔
）
正
徳
三
年
九
月
二
十
日
化
。

（
的
）
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
四
一
四
頁
円
明
寺
第
八
世
。
二
世
法
住
院
日
宗
は
覚
林
房
十
五
世
で
あ
る
。

（
鋤
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
下
三
十
一

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
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（
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（
９
）
『
身
延
山
史
』
一
五
一
頁

（
⑩
）
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
三
三
○
頁

（
ｕ
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
二
十

一
一

（
蛇
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
三
十
二
「
莚
師
棟
札
寛
文
十
年
九
月
吉
祥
日
甲
州
身
延
山
志
摩
房
方
丈
棟
札
也
日
逗
建
立
之
」
と
あ
る
。

（
過
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
九

（
Ｍ
）
他
に
西
之
房
八
世
義
貞
房
日
慶
享
保
十
九
年
化
。
文
殊
坊
四
世
文
殊
坊
日
慶
正
徳
二
年
化
も
考
え
ら
れ
る
。
杉
之
坊
十
六
世
に
も
日
慶
が

（
６
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
五
十
四

（
７
）
維
時
宝
永
三
年
十
月
十
三
日
、
妙
石
坊
に
現
存
。

（
８
）
『
身
延
山
史
』
一
五
○
頁

（
５
）
『
棲
神
』
第
五
十
六
号

い
る
。

(I")



ノ
シ
ル
シ

ュ
リ
ノ

（
虹
）
日
裕
師
御
本
尊
脇
書
写
「
奉
二
読
調
一
妙
法
五
千
部
成
就
又
塔
頭
祖
廟
前
永
代
毎
日
不
退
読
調
罐
其
施
僧
料
甲
金
一
百
両
綱
恥
蛎
鰹
鋤
之
某

ノ
▲
レ
ハ
シ
ハ

人
也
郵
乳
垂
征
者
評
定
座
一
己
妻
番
叩
役
襲
且
瓦
兼
一
鐡
好
鯛
類
瞬
円
明
寺
聖
眺
一
蹴
羅
紗
、
塁
其
此
等
功
及
蕊
志
誠
心
｝
而
今
預
許
ニ

イ
マ
シ
ノ
シ

ワ
ニ
テ
マ
ス

贈
聖
号
於
吾
山
一
以
励
一
末
生
修
善
之
労
乳
授
二
与
蓉
一
行
房
蝿
一
行
院
日
俊
聖
人
一
」
妙
石
坊
に
現
存
。

・
一

（
犯
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
五
十
四

（
認
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
下
四
十
一

（
型
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
下
五
十
六

（
妬
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
上
八

（
妬
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
四
十
六

通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
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数
字
は
遷
化
年
令
い
内
は
元
禄
十
二
年
時
の
年
令

(IO2)

一
七
○
六

一
七
○
五

一
七
○
四

一
七
○
三

一
七
○
二

一
七
○
一

一
七
○
○

一
六
九
九

西
暦

一
一
一 二

宝
永
元
十
六
十
五
十
四
十
三

元
禄
十
二

和
暦

日
亨
日
亨

日
亨
日
省
日
省
日
省
日
省

日
省
歴
代

恵
光
院
日
遥
開
脚

学
禅
院
日
逢
測
脚

学
禅
院
日
逢
の
墓
碑

恵
光
院
日
遥
・
本
蔵
院
日
納

圓
信
院
日
清

智
法
院
日
秀
卵
㈱

正
住
院
同
廣
日
中
泥
側

五
月
十
三
日
碑
建
立

書
写
石
経
烈
衆
の
碑



通
師
門
人
学
禅
院
と
身
延
衆
徒
（
奥
野
）

(103)

一
七
二
四

七 七
二

二

七
二

一
七
二
○

一
七
一
九

一
七
一
八

一
七
一
七

一
七
一
六

一
七
一
五

一
七
一
四

七

三

七 七
一
七
一
○

一
七
○
九

一
七
○
八

一
七
○
七

九 八 七
一
ハ 五 四 三

一
一

享
保
元 五 四 三

一
一

正
徳
元 七

一
ハ 五 四

日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
亨
日
亨
日
亨
日
亨
日
亨
日
亨

本
圀
院
日
義
禰
倒

顕
了
院
日
盛
犯
倒

学
立
院
日
詮
創
倒

観
性
院
日
相

宗
善
坊
日
顕

本
理
院
日
住
花
例

本
圀
院
日
義
・
大
連
院
日
義
・
成
道
院
日
徳

智
應
院
日
感
面
倒

修
了
院
日
猩

賢
聖
律
飾
日
理

顕
了
院
日
盛
・
智
運
坊
日
順

雲
日
秀

一
音
院
日
徳
鎚
倒

玄
理
院
日
義

善
妙
院
日
祐

智
定
院
日
具
・
光
圓
日
照

正
法
院
日
運
布
側

宗
善
坊
日
顕
・
一
乗
院
日
心
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一
七
四
二

一
七
四
一

一
七
四
○

一
七
三
九

一
七
三
八

一
七
三
七

一
七
三
六

一
七
三
五

一
七
三
四

七
三
七
三
二

七
三

一
七
三
○

一
七
二
九

一
七
二
八

一
七
二
七

一
七
二
六

一
七
二
五

二

寛
保
元 五 四 三 二

元
文
元

一

一

十
十
九
十
八
十
七
十
六
十
五
十
四
十
三
十
二
十
一

享
保
十

日
潮
日
潮

日
潮
日
潮
日
潮
日
潮
日
潮
日
寛
日
寛
日
寛
日
寛
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕
日
裕

智
光
院
日
妙

泰
秀
坊
日
亮

統
要
院
日
将

寿
量
院
日
久
鎚
倒

遠
光
院
日
説
禰
倒

円
教
院
日
然

智
運
律
師
日
了

英
俊
坊
日
覚
弱
倒
・
中
道
院
日
弘

常
栄
坊
日
盛
田
例

一
行
峰
恥
日
俊
測
例


